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教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か
う
三
年
千
日
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
早
く
も
五
カ
月
が
経
ち
ま
し

た
。
振
り
返
り
ま
す
と
こ
の
三
年
千
日
の
ス
タ
ー
ト
前
の
五
、
六
年
は
実
に
様
々
な
節
を
お

見
せ
頂
き
ま
し
た
、
私
自
身
の
事
故
、
脳
の
血
管
バ
イ
パ
ス
手
術
、
上
級
本
愉
分
教
会
三
代

会
長
の
お
出
直
し
、
上
級
本
愉
分
教
会
創
立
九
十
周
年
記
念
祭
、
更
に
長
年
、
私
に
信
仰
を

伝
え
、
支
え
て
く
れ
た
母
の
出
直
し
な
ど
、
改
め
て
こ
の
年
祭
に
向
か
う
た
め
の
心
の
成
人

を
促
さ
れ
る
為
の
そ
れ
ぞ
れ
の
節
だ
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。  

私
は
、
母
か
ら
の
信
仰
で
二
代
目
で
す
。
母
は
、
大
正
十
三
年
に
、
四
男
四
女
の
八
人
兄

弟
の
下
か
ら
二
番
目
の
三
女
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
朗
ら
か
な
性
格
で
、
映
画
会
社
の
東

宝
に
勤
め
て
い
た
頃
は
女
優
の
高
峰
秀
子
と
友
だ
ち
で
、
「
デ
コ
」
「
福
ち
ゃ
ん
」
（
母
の

旧
姓
は
福
原
）
と
呼
び
合
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
母
が
こ
の
お
道
を
信
仰
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
子
供
の
身
上
か
ら
既
に
信
仰
し
て
い
た
七
才
上
の
姉
（
次
女
）
に
導
か
れ

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
信
仰
当
初
は
、
本
宮
村
分
教
会
二
代
会
長
・
曾
田
ふ
さ
先
生

が
、
武
蔵
小
山
に
あ
っ
た
私
の
家
へ
何
度
も
足
を
運
ん
で
下
さ
り
、
き
め
細
や
か
な
丹
精
を

い
た
だ
く
中
、
私
が
小
学
三
年
生
の
時
に
は
従
兄
と
共
に
「
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
」
に
参 

 

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、
母
は
私
が
中
学
一
年
生
の
時
に
修
養
科
（
第
三
〇
二
期
）

を
志
願
し
ま
し
た
。 

そ
ん
な
中
、
私
が
高
校
三
年
生
の
時
、
父
が
経
営
し
て
い
た
電
球
の
製
造
会
社
（
ス
タ
ン

レ
ー
電
気
の
下
請
け
で
、
ス
ー
パ
ー
カ
ブ
な
ど
の
テ
ー
ル
ラ
ン
プ
の
バ
ル
ブ
）
が
経
営
破
綻

し
、
進
学
を
希
望
し
て
い
た
私
は
大
学
進
学
を
諦
め
、
本
田
技
研
工
業
に
入
社
し
ま
し
た
。

こ
の
当
時
の
私
の
心
境
は
、「
信
仰
し
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
？
」
と
い
う
思
い
で
し
た
。

武
蔵
小
山
の
家
を
売
却
し
て
、
い
く
ら
か
の
借
金
は
返
済
し
た
も
の
の
、
残
り
の
借
金
返
済

の
為
、
私
も
給
料
の
一
部
を
母
に
渡
し
て
お
り
ま
し
た
。
父
も
以
前
の
同
業
者
の
所
で
働
き
、

そ
の
後
、
清
瀬
に
住
ん
で
い
た
時
に
清
瀬
市
役
所
の
警
備
員
と
し
て
採
用
さ
れ
ま
し
た
。  

そ
し
て
、
教
祖
百
年
祭
の
年
の
夏
に
、
本
宮
村
分
教
会
二
代
会
長
・
曾
田
ふ
さ
先
生
が
お

出
直
し
さ
れ
、
後
任
が
決
ま
る
ま
で
留
守
と
な
っ
た
教
会
に
、
上
級
本
愉
分
教
会
三
代
会
長
・

岡
田
隆
明
先
生
が
暫
く
の
間
、
留
守
を
預
か
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
母
は
、
「
上
級
の

会
長
さ
ん
に
申
し
訳
な
い
。
私
が
教
会
の
留
守
を
お
預
か
り
し
ま
す
」
と
、
父
と
共
に
清
瀬

か
ら
本
宮
村
分
教
会
に
移
り
住
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。  

母
の
徹
底
し
た
お
つ
く
し
と
親
の
思
い
に
素
直
に
通
る
信
仰
姿
勢
が
、
今
日
の
私
の
道
し

る
べ
と
思
わ
せ
て
頂
き
ま
す
。  

来
年
五
月
に
、
本
理
世
大
教
会
創
立
百
周
年
記
念
祭
が
執
行
さ
れ
ま
す
。
母
の
生
ま
れ
た

年
と
同
じ
大
正
十
三
年
の
設
立
で
す
。
よ
く
母
が
「
本
理
世
が
百
周
年
を
迎
え
る
と
き
、
私

が
百
歳
に
な
っ
て
迎
え
る
ん
だ
ね
」
と
言
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
親
神
様
の
深
い
思
召
し
か

ら
二
年
前
の
五
月
に
出
直
し
ま
し
た
。
上
級
本
愉
分
教
会
の
歴
代
会
長
夫
妻
、
本
宮
村
初
代

会
長
夫
妻
や
、
多
く
の
方
の
ご
丹
精
に
よ
り
、
安
ら
か
で
本
当
に
幸
せ
な
一
生
だ
っ
た
と
思

い
ま
す
。  

教
祖
百
四
十
年
祭
に
向
か
う
三
年
千
日
を
、
母
の
信
仰
を
生
か
し
、
毎
日
を
喜
び
勇
ん
で

つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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【
支
部
例
会
】 

◆ 
五
月
二
十
九
日
、
北
府
分
教
会
に
て
、
支
部
例 

会
を
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

令
和
二
年
三
月
三
十
一
日
の
東
照
分
教
会
で
の 

開
催
以
来
、
三
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

久
し
ぶ
り
の
開
催
で
、
積
る
話
も
あ
り
、
勇
ん 

で
つ
と
め
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

（
参
加
者 

十
二
名
プ
ラ
ス 

オ
ン
ラ
イ
ン
参
加 

支
部
長
） 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 

 

【
布
教
部
】 

◆ 

メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー
ド
布
教 

五
月
二
十
八
日
、
練
馬
駅
に
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ 

ボ
ー
ド
布
教
、
及
び
、
ゴ
ミ
拾
い
ひ
の
き
し
ん 

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
参
加
者 

十
二
名
） 
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【
婦
人
会
】 

◆ 
五
月
二
十
九
日
、
光
が
丘
ホ
テ
ル
カ
デ
ェ
ン
ツ
ア
で 

五
月
例
会
の
食
事
会
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

久
し
ぶ
り
に
美
味
し
い
食
事
を
頂
き
な
が
ら
、
楽 

し
い
話
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
参
加
者 

十
二
名
） 

  
 

 

◆ 

六
月
十
八
日
、
コ
コ
ネ
リ
三
階
研
修
室
で 

み
ち
の
だ
い
お
話
し
会 

十
時
受
付 

十
時
三
十
分
開
始 

講
師 

本
芝
部
属
、
本
富
久
分
教
会
委
員
部
長 

西
澤
昌
江
先
生 

お
弁
当
が
あ
り
ま
す
。 

一
人
で
も
多
く
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

六
月
十
日
迄
に
中
嶋
さ
ん
へ
申
し
込
み
を
お
願
い 

致
し
ま
す
。 

【
リ
ボ
ン
の
会
】 

◆ 

五
月
四
日
五
日
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
第
五
弾
を
開
催
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
二
日
間
で
の
べ
十
七
名
の

ご
参
加
を
頂
き
、
お
店
出
し
を
し
て
近
所
の
ゴ
ミ
拾
い
ひ
の
き
し
ん
を
ま
わ
り
ま
し
た
。
ま
た
来
月
の

お
は
な
し
会
の
装
飾
を
折
り
紙
で
作
成
し
ま
し
た
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
お
客
さ
ん
の
中
で
、
二
十

年
前
に
こ
ど
も
お
ぢ
ば
が
え
り
に
参
加
さ
れ
た
方
が
い
ら
し
て
、
参
拝
さ
れ
て
い
か
れ
ま
し
た
。
フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
ひ
の
き
し
ん
も
良
い
『
に
を
い
が
け
』
に
な
っ
て
い
る
と 

喜
び
を
み
せ
て
頂
き
ま

し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
売
れ
上
げ
は
リ
ボ
ン
の
会
活
動
費
に
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

◆ 

六
月
二
十
三
日
（
金
）
十
時
三
十
分
よ
り
、
ゴ
ミ
拾
い
ひ
の
き
し
ん
ｉ
ｎ
石
神
井
公
園
駅
を
さ
せ
て
頂

き
ま
す
。
中
央
改
札
口
集
合
で
す
。 

◆ 

七
月
二
日
（
日
）
十
時
三
十
分
よ
り
、
ゴ
ミ
拾
い
ひ
の
き
し
ん
ｉ
ｎ
桜
台
駅
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

改
札
集
合
で
す
。
目
白
通
り
を
ゴ
ミ
拾
い
し
な
が
ら
、
中
新
井
公
園
を
目
指
し
ま
す
。
ひ
の
き
し
ん
が

終
わ
っ
た
ら
最
後
は
公
園
で
み
ん
な
で
遊
び
ま
し
ょ
う
‼
ぜ
ひ
少
年
会
の
皆
さ
ん
も
ご
参
加
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

【
教
務
部
】 

◆ 

二
〇
二
三
年 

練
馬
支
部
法
人
事
務
指
導
の
ご
案
内 

次
の
よ
う
に
、
法
人
事
務
指
導
の
日
程
が
決
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。 

・
日 

時 

六
月
二
十
八
日
（
水
）
十
時
～
十
六
時 

・
場
所 

コ
コ
ネ
リ
３
階
研
修
室
３
・
４ 

※
詳
細
は
、
各
法
人
教
会
に
配
布
さ
れ
ま
す
資
料
（
事
務
指
導
の
ご
案
内
・
時
間
割
・
会
場
案
内
図
） 

 
 

を
参
照
し
て
下
さ
い
。 
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６月行事予定 

日 時 行 事 会場 担当者 

6 月  5 日（月） 

9：30 より 

教区ひのきしん 東京教務支庁 １１組 

6 月 11 日（日） 

13：30 より 

天理教基礎講座 

 

東京教務支庁  

6 月 18 日（日） 

10：00 受付 

婦人会例会 

みちのだいお話し会 

区民・産業プラザ研修

室（ココネリ３階） 

豊喜分教会 

中嶋 早苗 3992-1095 

6 月 23 日（金） 

 10：30 より 

リボンの会 

ゴミ拾いひのきしん 

In 石神井公園駅 

中央改札口集合 城道分教会 

森 量子 080-3417-2503 

6 月 28 日（水） 

10：00 より 

法人事務指導 ココネリ 3F 

研修室 3・4 

明竹分教会 

三浦典夫 080-3602-0218 

6 月 28 日（水） 

9：00 より 

配り物の仕分け 

 

豊眞分教会 

桜台 5-14-9 

本宮村分教会 

山口 明 090-8101-8696 

6 月 30 日（金） 

10：00 より 

支部例会 

 

豊渕分教会 

早宮 2-18-19 

 

7 月  2 日（日） 

 10：30 より 

リボンの会 

ゴミ拾いひのきしん 

In 桜台駅 

改札口集合 城道分教会 

森 量子 080-3417-2503 

7 月  4 日（火） 

17：00 より 

幹事会 区民・産業プラザ研修

室 3（ココネリ３階） 

 

7 月  5 日（水） 

9：30 より 

教区ひのきしん 東京教務支庁 １０組 

練馬支部情報ねっと 

天理教基礎講座  東京会場 

６月 １１日（日）午後１時３０分～（午後１時より受付） 

受講対象 １５歳以上    受講御供 ５００円 

会場  東京教務支庁 豊島区駒込７－１－４ ０３－３９１７－０２４７ 

内容  ビデオ①「天理教－陽気ぐらしの道」     講話Ⅰ 「かしもの・かりもの」   

    ビデオ②「信仰のよろこび」         講話Ⅱ 「親神様・教祖・ぢば」   


